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編　集　後　記

 弘前医療福祉大学紀要編集委員会
 委員長　吉　村　教　暤

　津軽平野も早春の候となりました。
　昨年の創刊号に続きここに第二巻をお届けします。掲載論文の内訳は原著５、研究報告３、研
究ノート１、実践報告１編の計 10 編です。多忙な毎日の中で研究という地味な努力を真摯に続
けて投稿された本学教員の皆さんのご協力に感謝します。同時に教員の活動に協力してくれた教
職員の皆さんにも御礼申し上げます。
　最近、我が国では社会の高齢化の加速と相まってケア医療のニーズが急速に高まっています。
その地域ニーズに応えるべく本学ではまずは完成年次に向けて教育・研究の両面で着実な地歩を
固めつつあります。本学をはじめとする我が国の医療系大学の多くは、研究に裏付けされた教育
によって、ケア医療を通して社会に役立ちうる人材を育成し、世に送り出す役目を担っていま
す。本学紀要編集委員会は、教員の研究と教育の活動内容を記録し情報として発信することを通
して、本学が目指す次世代の医療の担い手育成という業務の一部を分担しています。従って、当
然のことですが、本学教員の一人一人の教育・研究が次世代医療の担い手育成に貢献することに
なります。教育・研究をより推進しやすくするためにも本学に共同実験室の整備が待たれます。
　本学で、本学教員により、医療福祉の教育・研究が益々活発に展開される日の来ることを念じ
つつ、紀要編集委員会は常時原稿を受け付けております。各位の力作をお待ちしています。

弘前医療福祉大学
紀要編集委員会

委 員 長　　吉村教暤
副委員長　　梅林奎子
委　　員　　三浦秀春
委　　員　　田中克枝
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